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11.殺 姐 剤 の 検 定 法 に 裁 て

弛fil安之助 (日苓梓 臓化学工発会敢排究翼)幻･4.2d=受矧

L枚的剤の効力を樺べるにほ滴常弧を当課輩液に渥決

してその死ぬ迄の時間を測 り,或は一定l時間内に於け

る死亡数をかぞえ,もしくは,もし重液が強すぎたt)

又融 Rの貌軌を恐れる域倉には,蜘 如こ一定の短時針

浸液した上で液の巾から戚州ル 他の解熱 こ入れて

如上の観察を行っているO

†此臥 Ⅰ)DTの株に揮発加 潤 めて掛 ､一里こ昆虫の

佼脚こ融 ､親和力を持ち,-且或敦が附恋し長ならば

何時かは必ず効を奏するt･云 う様なものは間置が鮎 ､/

那,例えばピレト1)ンの様に揮発力の強い屯のになる

と,実際の場合,輩池ならば基地の坤でをの郷輔こ明

確を糎和した略 紬噂 しまざれに糞射 .に潜 ()こん

で僻抽こついた肇液を是になす t)つけて給 う.そして

やがて呼吸する矧 こ凝固に現われ出た頃には,薬液は

既に相当盈揮発していて動力が失せて結ったと云 う様

な協同iiは琴易に想像され,従って上記諒紡 法による効

力槍矧ま実地に即しない事 となるo

そこで,殺虫剤の作用のメカェガムを肝舵 する臨な

らば兎に称 その実射性を知る篤の効力検定には,秩

氷の様な invitrdの実験は足を脚ナて糞塊駅芥など

実物を使サ ⊂やらなければならないO

だが免も実際には仲々むつかしいpで,実際の糞弛

む槌与のが一帯よい訳だが,粥料が少い時には手に合 .

わないo装塊など･-か一に耽るとすると,よし不況や

悪鬼を忍ぶとしても,毎回同一和風 同一硬箆の材料

を得るわけには行かないO

そこで私は次の方法を試みた｡

え)適当の水を加えてよく炊 L)合せ,濃を放題すると

衣矧こ簡賭して酸鼻を生じる｡此物は木エバ淀が特に

偏酢射る｡--足に'月鮎の糞塊はアルカリ性 ごあt)･

一万枚姐剤にはクレゾールその摘酸性物質が掛 ､られ

る取らミ多いので,この点からの誤差をLl探 る丈減らす

格 付-アムモエアを混じてpl寸を9に調鮭するO水は
70%那0%の二者を試みたo前者は倣弧 後渚は句朝S

勧野Cl光熱 こうすく水が浮 くが,いずれにしても成概

は大差なかったQ

批塊を閲賂8cmのtiI-か一に入れ, このビーカー

を粟に低径 12和1のバットに約め,ビーカ-とパット

との間隔は砂で也めて俊 く,イよパェ幼虫はこのピp-

カ叫 tで完全に膏も,成熟するとビーカ-から遣いtii
㌔,て外の抄の小で酎 ヒする｡

-千は一一番の誹から実験室内で育成した同-lil:代の

イーT11,てェ M LLSCaViJ･iTlaで, その節;･3齢4日日の帆
を使悶したO実漁は細岡rjO確を肘い2-紺 反復したo

賂PHは毎回2ccfnを附いるoJ･Ekは憶慈鮒clnの栂池

に別Occmを噴霧するのに相当する｡勲H.抱一定にす

る篤一大形恒温槽がないので-{1.,後3.'和-500瓢 室

温が 20JT300になるのな待って撒稚L七oこの際桶

化脱日加よ通常24時閣内に行われた｡

比較したのはⅠ)DT乳剤(進iEと開放‖),市販ピレト

リン増し剤(ピレトリン含盈3%と横式あL),p仕描闇に従

い之を2倍に亨懸めて用いるoN金批製), )Jレ･/-汁

石鹸液 (:)レゾール合畠 .q%に箱か⊂雑用),灘にBC,

乳剤 (ポ1).//PIコテ)I,ペ y及び!/1JIJベンツオール敬

二育三成分 とするb当放題)の4柾である｡

央韓成績 堂液を撒布せずにこの駄静で幼虫を飼育

し,夫々24,略 72,96.淑 こ120時間筏に砂府中に鹿川
した幼虫の数は約1親の通りである｡即ち本牧はイ芯

パェ句痢化に杓ど何等の影響を41瀧きず,倍蟻すべき

値を粥える覇が明かであるo

第 1衷 対照爽晩(強晶を撒布せず)

水 利縫過時間 I p冗 E脱出厩化剰僻 琴

JDippingL法 姐離 幣液に 1分間 ipLを筏耽州l
Lで,.i/ヤーレに政琶した際の殺虫力打下表で示す過

i)nr)Tが巌も有効で,揮発力の場いクレゾールや ビ

レトリ､ン･の威糟が濃いことは予想瓶L)であるむ

第2耗 Dipping班による殺虫力比暁

_!_I-_''lい一一し':ニJ･言∴ ∴∴
帆で死亡 1 94%

み(4回の平均値O伯外レゾ- ルのみ2拭)
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lW 虫 糾 J:;:' 節 7･'l 挑

感 漁 法 次にシャトーレに机捌 臼が践する柑腔に堺

溝を入れて,如こ帆tf.胡 人肋間した岬の感情は約日衆に

臓 ヂた油りである.二ml･T,の腰卿 とIiCJの抹な脂潜
性のものの速効性とが桝帆 二伸 こいる｡批切創こも'/

レゾー}Lが--滞成姉が落もろ｡

第3艶 甜甜三による轍柑時聞

EC乳 剤トビt/

晴翻不正融
偶 郷 洲-2】
死 亡123-2

mト 川)分
1lItトi200分

10OJ両 州 -3OO分

('llrl]の平均｡個,タレti-ルのyJL祁岬)平均)

新 津 そご亡今風息朝めに記赦した婁f榔こより

で簡酵 7 7.マ塊を用いて矧致して見たOその粕架は約

4寂に於 すうぬE)であるが,一分間 dippingtu三や粗 相三がJ

ilrJJ.三三ljを超過せるとピレ1.I)ンや かレゾ-ルの様に抑

制hめ高いものは殆どその矧Ⅲ即 呪 われる笹対し,
I)DT は窮よE)として,】3C乳剤の榛に搾矧当三の掛い

報lltTllは,それI:l仲の投出力出 七較fY..閥くほ願いに不軸

離 別fJi鰍 よ軌Lで:llg;くないと云う射 LC-あるD

H.叉･免 は輩液の使い方の問題であるが,撒布を舟
桝塊の中火に行うよe)屯その欄間にやる75が,ぐんと

成糖がよろしいOつまり,前の域合には机が州 別こ迷

われでかへつて拙l輝 がよ(なるのに,筏碑の場合に

は中央部の帆はいかに光電よく育って射lJTllヒ脱岬 こ際

して妹でも埋級僻を瀞L)ぬけねばならぬので,外の砂

肝のrflで蛸化不充かご死ぬのが多いからだ｡

第4東研班による殺成功釈放

鵡品機布横紙投入までI)t]牧
り一･::1 ､･一:l
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(初の2潜は4臥 筏の2密は2回のJTi杓)L,

緒漁及び鯨括 御礼剤の縄柑俄僻は籍隙触断に之を

撒布して見るに適した都は無いが,細 粒故が少くで発

駄袈竜行わねばなF)ない将はILu･.鞄胡した人工取 出を

恥 ､れば捉範の-JJi淡に此して造かにJE樵な成梢を得る

ことがtn氷るQ

殺姐蜘としでは,すぐ見た別こは成櫓が腰くとも.

郷関鮎の少い燕品が望ましい機に思うO叉.その撤祁

●T望

に当ってほなる'L:す掴血の相関に漉く撒く刀が軸力を朝
潮に三朝判1煉 るO

､撒筆に豊的 .本実験に当卵生的指唱助言馴 払 った

大阪単数大学翻刻観潮 淑 こ木靴捌 順 川本時榊 咽
-L･に操港の謝意を諾壬する｡
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